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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

    ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

    ３．第37期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。 

    ４．第37期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。 

    ５．第37期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。 

    ６．第38期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第37期

第１四半期連結 
累計期間 

第38期
第１四半期連結 

累計期間 
第37期

会計期間 
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日 

自平成23年４月１日 
至平成23年６月30日 

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日 

売上高（千円）  719,806  753,389  3,937,216

経常利益又は経常損失（△）（千円）  △108,136  36,664  74,452

四半期（当期）純利益又は 

四半期純損失（△）（千円） 
 △78,655  26,864  21,463

四半期包括利益又は包括利益（千円）  △106,887  15,024  △3,663

純資産額（千円）  1,759,153  1,856,414  1,862,377

総資産額（千円）  5,230,303  4,735,039  5,170,248

１株当たり四半期（当期）純利益金額 

又は１株当たり四半期純損失金額（△）

（円） 

 △2,623.40  896.02  715.89

潜在株式調整後１株当たり四半期 

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －

自己資本比率（％）  32.2  37.7  34.6
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 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。  

２【事業の内容】
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 当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

  

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。 

  

  

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。 

  

(1) 業績の状況 

  当第１四半期連結累計期間における医薬品業界におきまして、大手製薬企業では新たな収益源確保や業容の拡

大を目指し、海外の製薬企業の大型買収を加速させ、パイプラインへの投資では臨床試験への絞込みを継続して

おります。このため当社グループの主力事業が大きく関わる非臨床試験市場の成長は依然として低迷状況にあ

り、受託研究機関（Contract Research Organization）の受注競争激化が続いております。 

 当社グループにおきましては、厳しい受注競争が継続する中、前連結会計年度に引き続き営業力の強化を図る

とともに業務の効率化を進め経費の削減に努め、企業体質の強化に取り組んでまいりました。その結果、例年で

あれば第１四半期連結累計期間は終了する試験が少ないことから赤字傾向となるところ、当第１四半期連結累計

期間は黒字となりました。この主な要因は、売上試験の多くが前連結会計年度後半の受注回復による稼働率改善

で個々の試験の原価率が低下したこと及び経費削減によるものであります。 

 そうした中で、当第１四半期連結累計期間における売上高は 千円（前年同四半期比 ％増）、営業利

益は 千円（前年同四半期は営業損失 千円）、経常利益は 千円（前年同四半期は経常損失

千円）、四半期純利益は 千円（前年同四半期は四半期純損失 千円）となりました。 

   

セグメントの業績は次のとおりであります。 

① 非臨床試験 

 当第１四半期連結累計期間における売上高は 千円（前年同四半期比 ％増）、営業利益は 千

円（前年同四半期は営業損失 千円）となりました。受託契約獲得に注力し、業務の効率化を進め、経費

の削減に取り組んでまいりました。 

② 臨床試験 

 Thorough QT試験（医薬品の心循環器系に対する副作用リスクを予測評価するための試験、以下「TQT試験」

と言います。）実施に向け営業展開の強化を図っておりますが、まだ成果に至っていません。売上高は 千

円（前年同四半期比 ％減）、営業損失は 千円（前年同四半期は営業損失 千円）となりまし

た。 

③ 環境  

 動物飼育機材の販売及び保守業務等により、売上高は 千円（前年同四半期比 ％減）、営業損失は

千円（前年同四半期は営業損失 千円）となりました。 

   

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

(3) 研究開発活動 

 当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、 千円であります。 

 なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

  

(4) 生産、受注及び販売の実績 

 当第１四半期連結累計期間における非臨床試験の受注、環境の生産及び受注の実績は、前第１四半期連結累計

期間と比較して減少し、非臨床試験の受注実績は 千円（前年同四半期比 ％）、環境の生産実績は

千円（前年同四半期比 ％）、環境の受注実績は 千円（前年同四半期比 ％）となりました。

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

753,389 4.7

46,697 83,974 36,664

108,136 26,864 78,655

727,860 5.2 71,585

53,273

146

24.6 14,658 13,478

25,382 8.7

10,228 17,222

23,088

617,314 74.8

25,435 18.4 41,540 35.7
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 これは、非臨床試験において製薬企業の開発動向の変化等により伸び悩み状況が続く中、前第１四半期連結累

計期間は特に高額の試験が多く受注単価が高かったことと、環境において前第１四半期連結累計期間は製薬会社

研究所向けの大型受注があったものの当第１四半期連結累計期間はそのような特別受注が無いことによるもので

す。 
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①【株式の総数】 

   

②【発行済株式】 

    （注）「提出日現在発行数」欄には、平成23年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。 

   

 該当事項はありません。 

   

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  80,000

計  80,000

種類 
第１四半期会計期間末
現在発行数（株） 
（平成23年６月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月10日） 

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名 

内容

普通株式  29,982  29,982

大阪証券取引所  

ＪＡＳＤＡＱ 

（スタンダード）  

当社は単元株制度は 

採用しておりません。 

計  29,982  29,982 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式 
総数増減数 
（株） 

発行済株式
総数残高 
（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金 
増減額 

（千円） 

資本準備金
残高 

（千円） 

 平成23年４月１日～ 

 平成23年６月30日  
 －  29,982  －  684,790  －  600,790

（６）【大株主の状況】
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 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

①【発行済株式】 

  

②【自己株式等】 

  

  

 該当事項はありません。  

（７）【議決権の状況】

  平成23年６月30日現在

 区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容 

 無議決権株式  －   －   － 

 議決権制限株式（自己株式等）  －   －   － 

 議決権制限株式（その他）  －   －   － 

 完全議決権株式（自己株式等）  －   －   － 

 完全議決権株式（その他） 普通株式   29,982    29,982  － 

 単元未満株式  －   －   － 

 発行済株式総数    29,982  －   － 

 総株主の議決権  －   29,982  － 

  平成23年６月30日現在

所有者の氏名 

又は名称 
所有者の住所 

 自己名義所有 

株式数（株） 

他人名義所有 

株式数（株） 

所有株式数の 

合計（株） 

発行済株式総数に

対する所有株式 

数の割合（％） 

－ － － － － － 

計 － － － － － 

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。）に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日か

ら平成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

  

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 395,056 274,551

受取手形及び売掛金 514,217 230,379

商品及び製品 3,273 2,747

仕掛品 745,751 773,814

原材料及び貯蔵品 259,444 256,082

その他 171,426 152,546

貸倒引当金 △6,668 －

流動資産合計 2,082,501 1,690,123

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,630,703 3,622,497

減価償却累計額 △1,778,912 △1,814,115

建物及び構築物（純額） 1,851,790 1,808,381

土地 819,982 818,236

その他 972,338 979,345

減価償却累計額 △715,991 △715,534

その他（純額） 256,346 263,811

有形固定資産合計 2,928,120 2,890,429

無形固定資産 113,910 107,645

投資その他の資産   

その他 39,086 40,608

貸倒引当金 △900 △900

投資その他の資産合計 38,186 39,708

固定資産合計 3,080,216 3,037,782

繰延資産 7,530 7,133

資産合計 5,170,248 4,735,039

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 330,230 228,796

短期借入金 320,000 150,000

1年内返済予定の長期借入金 428,104 418,604

1年内償還予定の社債 60,000 60,000

未払法人税等 44,512 3,853

前受金 630,188 623,866

賞与引当金 83,867 41,970

その他 162,301 204,026

流動負債合計 2,059,204 1,731,117
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

固定負債   

社債 240,000 240,000

長期借入金 752,914 651,263

退職給付引当金 2,535 2,625

役員退職慰労引当金 53,425 50,975

その他 199,791 202,644

固定負債合計 1,248,666 1,147,507

負債合計 3,307,871 2,878,625

純資産の部   

株主資本   

資本金 684,790 684,790

資本剰余金 600,790 600,790

利益剰余金 576,017 581,894

株主資本合計 1,861,597 1,867,474

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △73,958 △83,780

その他の包括利益累計額合計 △73,958 △83,780

少数株主持分 74,738 72,720

純資産合計 1,862,377 1,856,414

負債純資産合計 5,170,248 4,735,039
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 719,806 753,389

売上原価 594,512 522,667

売上総利益 125,294 230,722

販売費及び一般管理費 209,268 184,024

営業利益又は営業損失（△） △83,974 46,697

営業外収益   

受取利息 43 40

受取賃貸料 3,806 2,103

その他 361 2,133

営業外収益合計 4,211 4,277

営業外費用   

支払利息 11,196 9,050

為替差損 16,453 3,191

その他 722 2,069

営業外費用合計 28,372 14,311

経常利益又は経常損失（△） △108,136 36,664

特別利益   

固定資産売却益 － 340

貸倒引当金戻入額 951 －

特別利益合計 951 340

特別損失   

固定資産除却損 40 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,413 －

特別損失合計 1,454 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△108,639 37,004

法人税、住民税及び事業税 1,490 1,573

法人税等調整額 △31,808 8,261

法人税等合計 △30,318 9,834

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△78,321 27,169

少数株主利益 333 305

四半期純利益又は四半期純損失（△） △78,655 26,864
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△78,321 27,169

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △28,565 △12,145

その他の包括利益合計 △28,565 △12,145

四半期包括利益 △106,887 15,024

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △101,130 17,041

少数株主に係る四半期包括利益 △5,757 △2,017
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該当事項はありません。 

   

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

【会計方針の変更等】

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

 当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 
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受取手形割引高  

  

 前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平

成23年４月１日 至平成23年６月30日）  

 当社グループの売上高は、通常の営業の形態として第４四半期連結会計期間に売上計上される受注の割合が大

きいため、各四半期連結会計期間の業績に季節的変動があります。 

  

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四

半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（の

れんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。 

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）  

 配当金支払額 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）  

 配当金支払額 

  

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

  
前連結会計年度

（平成23年３月31日） 
当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日） 

受取手形割引高 千円 89,136 千円 8,924

（四半期連結損益計算書関係）

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

減価償却費 千円 72,766 千円 66,715

（株主資本等関係）

  

（決議） 
 株式の種類 

 配当金の総額

（千円） 

１株当たり 

配当額（円）
 基準日  効力発生日  配当の原資 

 平成22年６月29日 

定時株主総会 
 普通株式  14,991  500

平成22年 

３月31日 

平成22年 

６月30日 
 利益剰余金 

  

（決議） 
 株式の種類 

 配当金の総額

（千円） 

１株当たり 

配当額（円）
 基準日  効力発生日  配当の原資 

 平成23年６月29日 

定時株主総会 
 普通株式  20,987  700

平成23年 

３月31日 

平成23年 

６月30日 
 利益剰余金 
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Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）セグメント損失の合計額は、四半期連結損益計算書上の営業損失であります。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書上の営業利益であります。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

該当事項はありません。 

   

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  （単位：千円）

 非臨床試験 臨床試験 環境 合計（注）

売上高         

外部顧客への売上高  691,815  193  27,797  719,806

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 ―  ―  ―  ―

計  691,815  193  27,797  719,806

セグメント損失（△）   △53,273  △13,478  △17,222  △83,974

  （単位：千円）

 非臨床試験 臨床試験 環境 合計（注）

売上高         

外部顧客への売上高  727,860  146  25,382  753,389

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 ―  ―  ―  ―

計  727,860  146  25,382  753,389

セグメント利益 

又は損失（△） 
 71,585  △14,658  △10,228  46,697
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 １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（注） 前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するも

のの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。また、当第１四半期連結累計期間の潜在株

式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。 

  

該当事項はありません。 

  

（１株当たり情報）

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△） 
円 銭 △2,623 40 円 銭 896 2

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円） 
 △78,655  26,864

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損

失金額（△）（千円） 
 △78,655  26,864

普通株式の期中平均株式数（株）  29,982  29,982

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要 

  －  －

（重要な後発事象）
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 該当事項はありません。 

  

２【その他】
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該当事項はありません。  

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】

2011/08/11 17:40:0511757555_第１四半期報告書_20110811173943

- 17 -



  

  

  

  

  

  

  （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半 

          期報告書提出会社）が別途保管しております。 

        ２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成23年８月５日

株式会社イナリサーチ 

取締役会 御中 

  有限責任監査法人トーマツ  

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 五十幡 理一郎 印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 小 松   聡 印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イナリ

サーチの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から

平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任  

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イナリサーチ及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。 

  

利害関係   

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 
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